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2 教材紹介

① Web版消費者教育読本

　この教材は、Web版消費者教育読本、ワークシート、指導書から構成されています。

　児童がそれぞれのパソコン・タブレット上で、体験学習できるように設計されています。

Web版消費者教育読本
（3つのステージ）

ワークシート
（エクセルでダウンロード可能）

指導書
（A4判16ページ）

トップ画面

3つのステージから学習ができます。授業に合
わせて好きなところだけ使うことも可能です。 ワークシート（エクセル）、指導書がダウ

ンロードできます。

児童向け 教員向け

1   Web版消費者教育読本の構成 注） 本教材は消費者教育に限り、使用可能です。
営利を目的とした使用は一切禁止とします。

東京都消費生活総合センター

知っているようで知らない

指導書
（授業展開例・ワークシート例付）

くらしとお金のヒミツ

平成29年度Web版消費者教育読本（小学校5・6年生向け）

主体的 対話的 深い学び

学習ができる！
で の
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教材紹介

② ワークシート

③ 指導書（本書）

　このワークシートは各ステージに対応しており、自由に加工することができます。

　この教材を使った授業をイメージできるように、全体像を一目で把握できるように工夫しました。
授業計画作成の参考にしたい方向けには、授業展開例とワークシートの解答例もあります。

授業の流れを作る発問のヒントが満載です。

ヒミツ その①

ヒミツ その③

ヒミツ その②

Web版読本の
各ステージに対応

全体像を一目で把握したい方へ
授業計画作成の参考にしたい方へ
（家庭科教員向け）
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授業展開例

学習過程 主な学習活動 指導上の留意点 教材

 見つめる
【10分】

１. 前時の学習を振り返る。 ○ 生活に必要なお金は「家族が働いて得た収入によるも
の」で、「お金には限りがあり、工夫して大切に使う必
要がある」ことを確認する。

ワークシート②

本時のめあてを確認する。

活動する
【25分】

２. お給料の使い道を考える。

「ヒミツその3」を視聴し、
1か月にまとめて支払う生活
費が何か、ワークシートに
記入する。

○場面設定を伝える。

計画家（父・母・中2・小5）の家の人になって、家
族が働いて得たお給料（27万円）で1か月の生活費
を管理する。

○生活費の中には毎月必ず必要になるものがあることを
気付かせ、先に収入から支払っておくことを伝える。

○他にもお小遣い、貯金を先に引き、収入からそれらを
支払った残りの金額がいくらになるか確認する。

Webヒミツその3

ワークシート②

「ヒミツその3」を視聴し、
1か月の生活費の管理を
疑似体験する。

○Ｗｅｂ版読本の使い方と注意事項を説明する。使え
る金額は87,000円、通帳には貯金が8万円入ってい
る、前のイベントに戻ることはできないため、その場
でしっかり判断するように指示する。

○選択に戸惑っている児童には、自らの家庭を見つめて
考えて選ぶように支援する。

Webヒミツその3

ワークシート②

自分が支払ったものを
班内で話し合い、全体で
発表する。

○最終画面まで行くと支払い情報が出てくることを伝え、
ワークシートに書き写すように指示する。

○残ったお金がいくらかではなく、どのように考えて選
択したのかを分かるように発表させる。

 
発表を基に計画的なお金の
使い方について考える。

○新しいものを購入しなくてもいろいろな考え方がある
ことを知る（修理、レンタル、他人から譲ってもらう
など）。

○余ったお金をどうするか発問し、貯金の意義について
考えさせる（病気やケガ、大きな出費への備え、将来
のため）。

○家族の状況や商品の情報をよく見て、本当に必要かど
うかよく考え、計画を立てて金銭を使う必要があるこ
とを理解させる。

評  金銭の大切さに気付き、その使い方に関心をもっ
ている。（関心・意欲・態度）

評  必要なお金の使い方を理解している。（知識・理解） 

ワークシート②

生かす
【10分】

3. 学習を振り返り、発表する。 ○自分の家庭のことを考えて、振り返られるようにする。
○友達の考えを聞いて、自分の考えが深まったり見直し
たりしたことも記入するように指導する。

○お金には限りがあり、計画的に使うことに理解を深
め、自分の生活（お小遣いやお年玉）などに生かして
いくことの大切さを感じられるようにする。

ワークシート②

授業展開例-②　5年（内容 C） 題材名「じょうずに使おうお金と物」
●小題材名　　  「お金や物の価値、その使い方を見つめよう」

◇目　標 ①金銭の大切さに気付きその使い方に関心をもつ。

　　　　　　　②必要な金銭の計画的な使い方について理解する。

（お給料の使いみち）を考えよう

■ 本時の展開 評  評価
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3 授業展開例 収入は労働の対価
生活費として計画的にお金を使う大切さ、貯蓄の意義！キーワード

1. 家庭で使うお金は家族が働いて得たお金で、お金を稼ぐことの大変さと大切さを考える。（ヒミツその1）

活動内容 留意点 教材

教： 皆さんは、お金を使って買い物をしたことがありますか。
家庭ではどうやって生活しているのか、お金の流れについて
考えてみましょう。

P.8 WS  ① 1

児：WS（働いて）得たお金で、（生活）費を支払う。」

教： 家族や周りの人がどんな仕事をしてお金を得ているのか、
マネーベルのヒントを手掛かりに働いている人の話を
聞きに行きましょう。  

★☆ワークの流れ☆★ P.8 WS  ① 2

① 【Web】「ヒミツその1」から、働いている人を見つけて話を聞く。
仕事は14種類あり、
設定した時間内に
興味のある仕事を
数種類見てくるよう
に伝える。

②  見つけた職業のやりがいや苦労話から、思ったことをWSに記入
する。

③  Webから見つけた職業と、思ったことをグループ内で発表する。

④ 友達の意見を聞いて、気付いたことをWSに記入する。

教：（ 児童の意見を基に）家族が生活するために、働いて収入を得
ていることを学びました。「かっこいい」「やってみたい」と思う
職業でも、皆さんから見えないところで頑張ったり苦労してい
ることが分かりましたね。そうやって得た収入を家庭ではどの
ように使っているでしょうか。

２．生活に必要なお金とは何かを理解する。（ヒミツその２）

活動内容 留意点 教材

教： 家庭で何にお金を使っているか、皆さんで考えてみましょう。
生活費にはどのようなものがありますか。

★☆ワークの流れ☆★ P.8 WS  ① 3

① 生活費にはどのようなものがあるか考えて、 WSに記入する 買い物の経験や日
常生活を思い出して
考えさせる。

なるべく12個全部
のボタンを見られる
ように時間を設定
する。

② 【Web】「ヒミツその２」を手がかりに、さらに生活費を探し、
WSに赤字で記入する。

③  見つけた生活費を発表する。自分が見つけられなかった
生活費についても、情報を共有する。

教： 生活するためには普段意識していないものにもお金が
かかっています。家族が働いて得た収入には限りがあり、
計画的に大切に使う必要がありますね。

教 児 WS  アイコン説明 教  員 児  童 ワークシートの略 ワークシートへの書き込み

授業展開例

1   ヒミツその1～その3 を使った授業のイメージ

３.  家族は、計画を立てて家計収支が釣り合うようにしていることに気付く。（ヒミツその３）

活動内容 留意点 教材

教： 今から、皆さんにWeb上の教材を使って、計画家の
家の人になって、１か月のお給料で生活してもらいます。 P.8 WS  ② 1

★☆ワークの流れ☆★

① 【Web】「ヒミツその3」で「１か月分の料金をまとめて支払う
生活費って？」に挑戦する。

生活費の解説を読
んだところでいった
ん止まるように指示
する。
固定費の言葉を押
さえる。
１日目までは、全員
が同じ画面を体験
し、財布に入れた金
額と通帳額を確認し
てスタートさせる。

② WS：選択した項目に○を付ける。

教： 生活費の中には、毎月決まって必要になるものがあります。
給料が入ったら、その分をとっておかなければなりません。
では、全員で給料日１日目を体験しましょう。

③ 【Web】給料日の１日目を全員で体験し、WSに当てはまる
金額を記入する。

教： 次に、２日目から30日目まで、１か月の生活を体験してみま
しょう。

★☆ワークの流れ☆★ P.8 WS  ② 2 3

① 【Web】2日目から３０日目までのイベントを体験する。

残ったお金がいくら
かではなく、どのよ
うに考えて選択した
のか分かるように話
すように補足する。

② 体験終了後、自分が支払った情報をWSに記入する。

③ グループ内で発表。

④ 友達の意見を聞いて、気付いたことをWSに記入する。

教： 生活していく中でいろいろなことにお金を支払っていましたね。
例えば、掃除機のように、おうちのものが壊れたとき、皆さん
は何を選択しましたか？

児：貯金で新しい掃除機を買った。修理に出した。中古を買った。

教： ものが壊れたとき、すぐに新しいものを買うのではなく、他の人
から譲ってもらったり、レンタルしたりする方法もありますね。

教： １か月の生活が終了してお金が余った人はどの位いますか。
その余ったお金をどうしますか。

貯金の意義を考えさ
せる。

児：貯金する。翌月買う。

教： 貯金は何のために必要だと思いますか？

児：いざという時のため。

教： 目的をもってためることも大切ですね。お金をためるためには、
余ったらためるのではなく、計画家のように先にためておくと
いいですよ。

貯金の目的は「いざ
という時のため」「夢
や目標を達成するた
め」であることを伝
える。

★☆見つめる（まとめの学習）☆★ 3つのポイント P.8 WS  ② 4

教： 家の人は、働いて得た大切な収入（お給料）と支出が釣り合う
ように計画を立ててお金を使っていることが分かりましたね。

・ 収入と支出が釣り
合うように計画的
に使う。
・ 必要なものと欲し
いものを区別する。
・ 貯金することも大切。

児：WSに振り返りを記入する。

児：振り返りを発表する。
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2   3つのステージの説明

　小学校5年生の主人公「計画まもる」と一緒に、家族や町の人がどんな仕事をして収入を得ているのか、町に出て
話を聞きに行きます。

　計画家の家の中を見ながら、家庭ではどんな生活費がかかっているか考えます。

ヒミツ その①   お金って、いったいどこから来るんだろう？

ヒミツ その②   生活するためには、ぜ～んぶお金が必要だよ

生活するにはお金が
必要で、家族が働い
て得た大切な収入で
あることが学べます。

職業は全部で14種類。
アイコンをクリックすると、
一度見た職業をいつでも
振り返って見ることがで
きます。

スクロールすると
町の風景が次 と々
変わります。

14種類の職業について、やりがいと苦労す
ることを見ることができます。

❶ 医師
❷ 警察官
❸ 花農家
❹ ペットショップ店員
❺ パン屋
❻ 漁師
❼ 美容師

❽ 建築士
❾ 保育士
10 コンビニ店員
11 ホームヘルパー
12 会社員（事務）
13 工場従業員
14 宅配便の運転手

14種類の職業

生活費
❶ 電気代
❷ 水道代
❸ 教育費

❹ 医療費
❺ 交通費
❻ レジャー費

❼ 衣料費
❽ その他の費用
❾ 通信費

10 食費／日用品
11 家賃
12 ガス代

ボタンを押すと、部屋のどこかで電気が付いたり、水が流れたりして、生活費
を探すヒントが現れます。

❶ ❸ ❺ ❼ ❾ 11 13

141210❽❻❹❷

普段あまり意識していない
けれど、生活するためには
いろいろなことにお金がか
かっていることを学べます。
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教材紹介

　計画家の家の人の立場になって、1か月の給料で生活する体験学習をします。

ヒミツ その③   お給料の使いみちを考えてみよう！

「計画的にお金を使う」
ためにはどうしたらよ
いか、自分の言葉で発
言できるような仕掛け
が満載です。

一度クリック（タップ）
すると、選び直すことは
できません。実際の買
い物と同じように「よく
考えてから」買うことが
重要です。

1日目から30日目までの中で、
買い出しに行く、休みの日に
遊びに行くなど、いろいろな
出来事が起こります。

1か月の体験終了後、財布の
残額が表れ、結果に応じた
マネーベルのアドバイスが
表れます。
結果は全部で18種類。Web
上の「Web版教材のご紹介」
からダウンロードできます。

児童は支払い情報をワーク
シートに書き写し、「どのよ
うに考えて選択したのか」話
し合います。

児童は、財布の中の現金
87,000円と貯金80,000円
の範囲で、何にお金を使うか
を考え、決定します。

財布の残額と貯金額は、
見たいときにいつでも見ら
れるようになっています。
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